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市内では５人の外国語指導助手（ALT）が各小中学校に派遣されています。
来年度から小学校５・６年生に外国語科が導入されるのを前に、全小学校で
ALTとの英語学習に力を入れています。

おもな内容
・市の財政状況など・・・・・・・・・・・・・・・・・２～４
・各種表彰など・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５～７
・第１２回いすみ健康マラソン開催について・・・・・・８～９
・議会だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３～１６
・市長のひとこと・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７
・イベント・募集・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０～２８

ケーラ先生による外国語活動（大原小学校）ケーラ先生による外国語活動（大原小学校）



市税や各保険料は、納期内に納めましょう。
納付についての問い合わせは、税務課　収納・滞納整理班（大原庁舎１階）へ　☎６２－１２９４

予算現額 支出済額 執行率 構成比款 款
歳　　　出

（単位：千円、％）

（単位：千円、％） （単位：千円） （単位：円）

（単位：円）（単位：千円）

水
道
事
業

会　計　名 予算現額 収入済額
支出済額

収入率
執行率 税　　目 調　定　額 1人あたり 1世帯あたり

令和元年９月30日現在
人　口　37,795　人　　　　世帯数　16,931　世帯

問合せ先　大原庁舎（２階）財政課　財政班　☎６２－１２１６

※平成30年度からの繰越分を含みます。一般会計の収入・支出状況

会計別の収入・支出状況

市債の現在高

税負担の状況

議　会　費
総　務　費
民　生　費
衛　生　費
農林水産業費
商　工　費
土　木　費
消　防　費
教　育　費
災害復旧費
公　債　費
諸 支 出 金
予　備　費
歳 出 合 計

市　　　　　　　税
地　方　譲　与　税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
地　方　交　付　税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国　庫　支　出　金
県 　 支 　 出 　 金
財 　 産 　 収 　 入
寄　　　附　　　金
繰　　　入　　　金
繰　　　越　　　金
諸　　　収　　　入
市　　　　　　　債
歳 　 入 　 合 　 計

一般会計
水道会計
合　　計

１人あたり
１世帯あたり

後期高齢者医療

一　般　会　計

国民健康保険

介　護　保　険

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

市　民　税
固定資産税
軽自動車税
た ば こ 税
鉱　産　税
合　　　計

166億700万3
9億4,952万0

175億5,652万3

464,520
1,036,945

13億8,444万8
15億6,659万6
6億1,957万6
9億2,528万4

94億3,631万9
71億2,668万0
29億960万7
19億2,042万8
23億672万0
16億8,939万0
1億9,645万4
1億1,279万6
4億5,316万9
4億4,519万0

97万2
5億9,941万7

53.6
40.5
55.7
36.7
51.2
37.5
35.9
20.6
32.7
28.4
0.2
64.8

歳　　　入
（単位：千円、％）

予算現額 収入済額 収入率 構成比

市　民　税

※表中における金額については、表示単位未満を四捨五入して処理
していますので、各計の数値と一致しない場合があります。

102,162
119,454
8,032
6,506
158 

236,312

37億9,410万7
2億2,398万8

370万0
1,700万0
2,100万0

6億5,800万0
4,100万0
5,000万0
2,303万7

58億323万9
530万0

1億4,869万0
4億1,915万9
18億836万7
10億3,367万6

3,485万6
1億7,014万4
4億749万8
5億8,034万2
3億5,997万3
20億370万0
176億650万6

23億224万3
6,469万7
129万7
504万3

0
3億8,895万7
1,710万2
2,871万9
2,303万7

45億7,441万4
275万8
6,899万1

1億7,779万2
6億5,969万5
1億5,067万1
1,359万4

1億3,413万0
1億1,897万8
5億8,034万3
1億2,385万8

0
94億3,631万9

60.7
28.9
35.1
29.7
0.0
59.1
41.7
57.4
100.0
78.8
52.0
46.4
42.4
36.5
14.6
39.3
78.8
29.2
100.0
34.4
0.0
53.6

24.4
0.7
0.0
0.1
0.0
4.1
0.2
0.3
0.2
48.5
0.0
0.7
1.9
7.0
1.6
0.1
1.4
1.3
6.2
1.3
0.0

100.0

1億6,610万5
21億3,651万7
54億1,224万7
18億9,407万1
5億9,266万5
3億8,771万0
10億1,937万3
10億5,063万1
27億5,436万7
1億585万3

18億6,555万1
2億1,215万3

926万3
176億650万6

8,704万6
8億9,358万1
23億6,538万3
7億820万1
2億2,016万6
1億5,403万1
1億6,515万9
4億7,924万9
11億93万5
148万0

9億2,728万0
2,416万9

0
71億2,668万0

52.4
41.8
43.7
37.4
37.1
39.7
16.2
45.6
40.0
1.4
49.7
11.4
0.0
40.5

1.2
12.5
33.2
9.9
3.1
2.2
2.3
6.7
15.5
0.0
13.0
0.4
0.0

100.0

176億650万6

52億2,604万7

45億516万7

5億4,795万1

17億2,970万7
20億2,248万0
1億3,599万2
1億1,014万8

266万7
40億99万5

45,766
53,512
3,598
2,914
71

105,861



国民健康保険税の第５期分の納期は１２月２日（月）です。問合せ先：税務課　収納・滞納整理班
☎６２－１２９４、課税内容については税務課　市民税班　☎６２－１１１６

歳　　　入 歳　　　出

特別会計・水道事業会計

目的別歳入決算構成比

一般会計

目的別歳出決算構成比
自主財源
依存財源

市税
21.0％ 繰入金

5.0％

総務費
11.9％

民生費
30.6％

繰越金
3.8％

分担金
及び
負担金
0.7％

諸収入
2.2％

財産収入・寄附金
0.8％

使用料
及び
手数料
2.1％

地方交付税
32.6％

市債
9.8％

国庫支出金
10.6％

県支出金
　5.5％

譲与税・
交付金
5.9％

歳入総額
182億1,007万2千円

歳出総額
172億6,972万9千円

衛生費
11.0％

農林水産業費
3.8％

商工費
2.3％

土木費
4.2％

消防費
6.2％

教育費
17.2％

公債費
10.7％

諸支出金
0.8％

議会費 1.0％

収 益 的
資 本 的

国民健康保険
介　護　保　険
後期高齢者医療

災害復旧費
0.3％

57億925万1千円
43億6,780万2千円
5億2,306万4千円

52億9,702万1千円
41億9,763万円
5億2,156万7千円

4億1,223万円
1億7,017万2千円

149万7千円
15億3,340万3千円
3億9,478万6千円

13億6,716万5千円
3,757万3千円

△1億6,623万8千円
△3億5,721万3千円

※一般会計は、最終予算額182億3,146万7千円に対し、歳入総額は182億1,007万2千円、歳出総額は172億6,972万
9千円となりました。

※水道事業会計において資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、過年度分損益勘定留保資金で補てん
しました。

水道事業



後期高齢者医療保険料の第５期分の納期は１２月２日（月）です。問合せ先：税務課　収納・滞納整理班
☎６２－１２９４、保険内容については市民課　後期高齢年金班　☎６２－１１１５

※実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、黒字のため「－」と表示しています。

※資金不足比率は資金不足が生じなかったため「－」と表示しています。

（単位　％）

（単位　％）

平成１９年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布され、地方公共団体は、毎年度、前
年度決算に基づく健全化判断比率及び公営企業の資金不足比率を算定し、監査委員の審査に付したうえで、議
会に報告するとともに公表することとなりました。
健全化判断比率は、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率の４つの財政指標の
総称です。地方公共団体はこの健全化判断比率のいずれかが早期健全化基準以上となった場合には、「早期健
全化段階」となり、自主的な改善努力による財政健全化を図るため財政健全化計画を策定することとなります。
さらに、この比率のうち財政再生基準に達しているものがひとつでもあれば、「財政再生段階」となり、国等
の関与による確実な再生を図るため財政再生計画を策定することとなります。
また、資金不足比率は、公営企業における指標で、経営健全化基準以上となった場合は、経営健全化計画を
策定することとなります。

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、平成３０年度決算におけるいすみ市の健全化判断
比率及び資金不足比率を公表いたします。

平成３０年度決算に基づく「健全化判断比率」と「資金不足比率」を算定したところ、市は全ての指標にお
いて、早期健全化基準及び経営健全化基準を下回りました。

平成３０年度決算に基づく「健全化判断比率」は、実質赤字比率と連結実質赤字比率については、黒字決算
であることから該当ありません。実質公債費比率については、8.0％で前年度と比較し0.3ポイント減、将来
負担比率については、45.9％で4.3ポイント減となりました。
いずれの指標も早期健全化基準を下回る数値であり、いすみ市の財政状況は健全な状態であるということを
示しています。

１．健全化判断比率

２．資金不足比率
平成３０年度決算に基づく公営企業（水道事業会計）の「資金不足比率」は、資金不足が生じませんでした
ので、該当ありません。



介護保険料の第５期分の納期は１２月２日（月）です。問合せ先：税務課　収納・滞納整理班
☎６２－１２９４、保険内容については健康高齢者支援課　介護保険班　☎６２－１１１８

よう　か　さとし はた　はるか

かわ　な りゅうしん

第４２回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会が８月２２～２６日に東京都で開催され、
市内在住の中高校生が出場しました。
養日聖さん（大原中２年）が100ｍ・200ｍ背泳ぎ（１５～１６歳区分）に、畑遥花さん（大原中１年）が
50m・100ｍ自由形（１３～１４歳区分）に、川名龍心さん（千葉明徳高校２年・大原）が100ｍバタフライ
（１５～１６歳区分）に出場しました。
養日さんは、100ｍ背泳ぎで８位に入賞しました。

８月３１日、９月１日成田市において開催さ
れた、第３０回千葉県小学生男女ソフトボール
選手権に市内小学生ソフトボールチーム「岬ウ
ィンズ」が出場し、見事優勝しました。チーム
は、県内およそ８０チームある小学生ソフトボ
ールチームの頂点を目指し、また、６年生にと
っては最後の公式戦として、今まで積み重ねて
きた練習の成果を一人ひとりが、最高の笑顔と
ともに十分に発揮することができました。これ
からも更なる練習に励んでいきます。

この度、小髙悦子さん（大野）より芸術文化振興に
役立てて欲しいと、市へ自作の絵画２点「いすみの自
然」、「秋花」の寄贈を受けました。寄贈された絵画
「いすみの自然」は夷隅文化会館に、「秋花」は夷隅
小学校にそれぞれ展示しています。

地域観光の担い手となるガイド人材の育成を図るこ
とを目的とした一般社団法人インバウンドガイド協会
（会長：久保成人元観光庁長官）が設立され、１０月
１日に東京都内で記者発表が行われました。いすみ市
も会員となり、今後は市民等を対象としたガイド養成
講座を開催し、インバウンド誘客による地域活性化を
図っていきます。（２０ページに関連記事あり）

川名龍心さん養日　聖さん 畑　遥花さん



納付については、便利な口座振替をご利用ください。
納付についての問い合わせは、税務課　収納・滞納整理班（大原庁舎１階）へ　☎６２－１２９４　

やま　ぐち　　　　しげる

太田市長と日本合成化工株式会社
代表取締役社長　吉田　様

日本合成化工株式会社　様
１，０００，０００円

大川　道彦　様（岬町押日）
１００，０００円

いすみ鉄道応援団　様
３４，３３５円

台風の災害対応等に役立ててほしいとご寄附を
いただきました。

＊市教育委員会・市内小中学校へ
山和証券㈱　特別顧問　山口　茂　様　　書『令和』１３枚（６月）

＊大原小学校・国吉中学校・大原中学校・岬中学校へ
山和証券㈱　特別顧問　山口　茂　様　　置物『ふくろう』４セット（４月）

図書　２３２冊（４月・６月・７月）

＊中根小学校へ
㈲大丸木工所　様・㈲昭和工業　様・㈱池田建設　様・㈱音羽電気　様

リサイクルステーション屋根部分　１基（４月）

市では、８月３０日に株式会社デベロップと災害発
生時等における移動式宿泊施設等の提供に関する協定
を締結しました。避難所での生活に支障がある方に利
用していただくことを想定しています。
今後も大規模な災害等に備え、防災対策を進めてま
いります。

市では、９月５日に株式会社アベクラと災害時にお
ける段ボール製品の供給に関する協定を締結しました。
本協定では、避難所で利用する段ボールベッド、段
ボール製間仕切り等を供給していただけます。
今後も大規模な災害等に備え、防災対策を進めてま
いります。

太田市長と株式会社デベロップ
代表取締役　岡村　様

太田市長と株式会社アベクラ
代表取締役社長　阿部倉　様



移住支援事業は、東京圏への過度な一極集中の是正及び地域の中小企業等における人手不足の解消を目的に、
東京23区（在住者又は通勤者*1）から移住支援事業を実施する条件不利地域*2へ移住及び就業した方に、移
住支援金を支給する制度として創設されました。
千葉県における移住支援事業（「UIJターンによる起業・就業者創出事業」）については、千葉県のマッチ
ングサイト（千葉県地域しごとNAVI）に掲載された対象法人への新規就業が要件となっています。
千葉県の移住支援金の支給対象者は、次の*1のア又はイに該当する方が*2の地域へ移住及び就業した方と
なります。
*1　ア　住民票を移す前に連続して５年以上、東京23区に在住していた者
イ　住民票を移す前に連続して５年以上、東京都・神奈川県・埼玉県（条件不利地域を除く）に在住し、
かつ、連続して５年以上東京23区へ通勤していた者（千葉県内からの通勤者は対象外）

*2　千葉県内の条件不利地域：館山市、勝浦市、鴨川市、富津市、南房総市、いすみ市、東庄町、長南町、大
多喜町、御宿町、鋸南町の計11市町

　　（令和元年、東庄町及び長南町は移住支援事業の実施予定はありません。）

※移住支援金の支給及び対象者等の詳細については、必ずご確認ください。

問合せ先　大原庁舎（３階）水産商工課　移住・創業支援室　☎６２－１３３２
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訪
問
し
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
お
祝
状
及
び
記
念
品
（
銀
杯
）
と
、
市
か
ら
祝
品
（
商
品
券
）
の
贈
呈
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
体
に
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

井上　げさん

吉田清𠮷さん

森田　与さん

日暮ゑつさん

関　きよさん

佐藤信吉さん

川﨑は　さん

白石まささん

吉岡なをゑさん

宗像政子さん

渡邉　　さん

髙梨ひで子さん

𠮷田すゑさん

松井寛子さん

藤平頂三さん

䕃山照子さん



①岬ふれあい会館周辺道路は、状況により規制時間にかかわらず現場警察官の判断で、進入が制限される
ことがあります。（２日間共通）
②大会開催中のマラソンコースの道路については全面駐車禁止です。ご注意ください。（２日間共通）
③岬ふれあい会館周辺にある他の公共施設の駐車場は、参加者用の駐車場（場所指定）となります。
　なお、応援者等一般駐車場は長者小学校となります。（２日間共通）
問合せ先　大原庁舎（３階）生涯学習課　社会体育班　☎６２－２８１１

交通規制・迂回については、現場の警察官・係員の案内にしたがってください。
また、沿道からのご声援にご協力くださいますようあわせてお願いします。

１２/1㈰　交通規制　９：００～１４：００予定

【受　　付】　７：５０から随時
【開 会 式】　８：４０
【スタート】　①１０㎞　　　　　 ９：１５

②ハーフマラソン　１０：５０
③ウォーキング　　１１：００
④５㎞　　　　　　１１：１５

【大会終了】  １４：３０



いすみ健康マラソン開催に伴い、大会コースとなる道路は交通規制が行われます。
当日は、皆様に大変ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いします。

11/30㈯　交通規制　９：００～１２：２０予定

【受　　付】　７：５０から随時
【開 会 式】　８：４０
【スタート】　①中学生の部（３㎞）　男　子　　９：１０
　　　　　　　　　　　　　　　　女　子　　９：１３
　　　　　　②小学生の部（２㎞）　６年生　　９：４９

　５年生　１０：０９
　４年生　１０：２９

③小学生の部（１．５㎞）　３年生　１１：０６
　 ２年生　１１：２４
　 １年生　１１：４２

④ファミリーの部（１㎞）　　　　 １２：００

【大会終了】　１２：５０



※保健事業の詳細は「いすみ市保健事業のお知らせ」、または、市ホームページをご覧ください。
申込・問合せ先　大原庁舎（大原保健センター内）健康高齢者支援課　健康づくり班　☎６２－１１６２

保健センター1１月のお知らせ

＜献血にご協力ください＞

問合せ先　大原庁舎（大原保健センター内）健康高齢者支援課　健康づくり班　☎６２-１１６２

市では、市内介護保険サービス事業所の雇用確保や従事者の資質の向上、介護保険サービスの安定供給を図
ることを目的に、介護職員初任者研修、実務者研修及び生活援助従事者研修の受講費用の一部を補助します。

対象者　個　人（補助金申請日に、次の要件の全てを満たしていること）
⑴いすみ市に居住し、いすみ市の住民基本台帳に記録されている者。
⑵上記研修を修了しており、かつ、その修了日が、申請日の属する年度の前年度の４月１日
以降であること。
⑶いすみ市内に所在する介護保険サービス事業所において、研修を修了した日以降６箇月以
上継続して就業し、かつ、申請日においても就業していること。
⑷研修の受講料（教材費含）の支払を完了していること。
⑸市税等の滞納がないこと。
⑹受講料の経費について、他の公的な制度による助成（本事業による補助を含む。）を受け
ていないこと。

法　人（補助金申請日に、次の要件の全てを満たしていること）
⑴いすみ市内に所在する介護保険サービス事業所を運営していること。
⑵研修を受講した者が、介護保険サービス事業所と雇用関係にあること。
⑶雇用関係にある受講者が、研修を修了しており、かつ、その終了日が、申請日の属する年
度の前年度の４月１日以降であること。
⑷介護保険サービス事業所が雇用関係にある受講者の受講料を負担し、かつ、その支払を完
了していること。
⑸受講料の経費について、他の公的な制度による助成（本事業による補助を含む。）を受け
ていないこと。

補助額　受講料及び教材費の半額（10円未満切捨）、若しくは次に掲げる額のいずれか低い額を補助します。
⑴介護職員初任者研修　　　50,000円
⑵実務者研修　　　　　　 100,000円
⑶生活援助従事者研修　　　25,000円

問合せ先　大原庁舎（１階）健康高齢者支援課　介護保険班　☎６２－１１１８



国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合と同
様に、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽減されます。
控除の対象となるのは、平成３１年１月から令和元年１２月までに納められた保険料の全額です。過
去の年度分や追納された保険料も含まれます。
また、ご自身の保険料だけではなく、配偶者やご家族（お子様等）の負担すべき国民年金保険料を支
払っている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
なお、平成３１年１月～令和元年１２月中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受
けるためには、年末調整や確定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払ったことを証明する書類
の添付が必要となります。
このため、平成３１年１月１日から令和元年９月３０日までの間に国民年金保険料を納付された方に
は、１１月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られますので、
申告書の提出の際には必ずこの証明書または領収証書を添付してください。（令和元年１０月１日から
１２月３１日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を納められた方へは、翌年の２月上旬に送られ
ます。）
※「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は控除証明書のはがきに表示されて
いる番号へお問い合わせください。

市では、お子さんが病気になった時に、どうしても仕事が休めない！看病するのにひとりでは不安！な
ど、保護者がお困りの際に一時的にお子さんを預かる病児保育事業を実施しています。
１１月１日からは利用時間が拡充され、早期保育（７時３０分～）も利用できるようになりました。

実施施設　　医療法人社団　嗣業の会　外房こどもクリニック
病児保育室　『パウルーム』
対象児童　　①市内に居住する生後６か月から小学校６年生までの児童
　　　　　　②病気中や病気回復期のため、集団保育等が困難な児童
利用日時　　月～金曜日（土・日・祝日・年末年始はお休みです）①通常保育　８時３０分～１８時

②早朝保育　７時３０分～
利用料金　　４時間未満１，０００円　４時間以上２，０００円　
利用方法　　事前に電話などで予約が必要です。
　　　　　　詳しくは、病児保育室『パウルーム』☎８０－２１２１へお電話ください。

利用には登録申請が必要です。「いすみ市病児保育事業利用登録申請書」は各庁舎窓口にあります。
　大原庁舎　（１階）福祉課　子育て支援室
　夷隅庁舎　　地域市民局　地域市民班
　岬庁舎　　　地域市民局　地域市民班

問合せ先　大原庁舎（１階）福祉課　子育て支援室　☎６０－１１２０

市では、プレミアム商品券を購入いただける住民税非課税の方に申請書を送付
しました。
プレミアム商品券は、令和２年３月３１日まで市内の店舗で商品やサービスの
購入の際にご使用いただけます。
申請が済んでいないと購入できませんので、申請だけでも済ませておいてくだ
さい。
問合せ先　大原庁舎（１階）福祉課　プレミアム付商品券事業担当　☎６２－１６３０



防災行政無線個別受信機の電池が切れていませんか？防災行政無線個別受信機の電池が切れていませんか？

単１の乾電池ですと、約１年（コンセントに挿している状態）で交換となります。
ご不明な点がございましたら、下記までご連絡ください。
問合せ先　大原庁舎（２階）危機管理課　情報危機管理班　☎６２－２０００

（令和元年８月３０日開会）

問合せ先　夷隅郡市広域市町村圏事務組合　☎８６－６６００

市では、市民の皆さんの命を災害から守るため、防災情報・津波情報・市からのお知らせなどを電子
メールを利用して配信しています。
登録は無料ですので、ぜひご登録ください！（https://service.sugumail.com/isumi/）　　　　　　

〈必ず配信される内容〉　　　　　　〈配信の選択が可能な情報〉
　・防災情報・地震情報・津波情報　　・防犯情報・火災情報
　・気象情報・国民保護情報　　　　　・市からのお知らせ(鉄道や市内バスの運行状況など)

電源のランプ
の赤・緑点滅
は電池交換の
お知らせです。

②電池を交換
してフタを
閉めます。

③本体の側面に
ある電源スイ
ッチを切り、
再度入れます。

①本体の正面に
あるフタを横
にずらし、開
けます。



主
な
議
決
内
容

○
台
風
15
号
に
よ
る
災
害
復
旧
費
を
含
む
令
和

元
年
度
い
す
み
市
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年　

 
第
３
回
定
例
会

平
成
30
年
度

各
会
計
決
算
を
認
定

第
３
回
定
例
会
が
８
月
27
日
か
ら
９
月
20
日

ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た

平
成
30
年
度
い
す
み
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
ほ
か
13
議
案
が
審
議
さ
れ
、

採
決
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

令和元年第３回定例会の議決結果



決
算
審
査
特
別
委
員
会

▲決算審査特別委員会の様子

平
成
30
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別

会
計
決
算
を
審
査
す
る
た
め
、
６
名
の

委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
決
算
審
査
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
９
月
11
日
及
び

12
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
委
員
会
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

各
会
計
の
決
算
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、

予
算
が
適
正
か
つ
効
率
的
に
執
行
さ
れ

た
か
ど
う
か
を
重
点
に
審
査
を
行
い
、

活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
特
別
委
員
会
で
は
全
て
の
決

算
が
認
定
さ
れ
、
９
月
20
日
の
定
例
会

最
終
日
に
、
委
員
長
よ
り
審
査
内
容
と

結
果
が
報
告
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全

て
の
決
算
議
案
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
行
財
政
運
営
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
市
当
局
に
対
し
て
次
の

事
項
を
委
員
会
よ
り
要
望
し
ま
し
た
。

１
．
市
に
お
け
る
情
報
発
信
手
段
に
つ

い
て
は
、
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

及
び
防
災
行
政
無
線
が
主
な
も
の
で

あ
る
が
、
災
害
時
や
観
光
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
り
必
要
と
な
る
情
報
を
必

要
と
す
る
市
民
へ
効
率
よ
く
配
信
が

可
能
に
な
る
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
に
取
り
組
む
よ
う
要
望

す
る
。 

２
．
イ
ベ
ン
ト
関
連
事
業
に
つ
い
て
は
、

企
画
内
容
や
費
用
対
効
果
を
十
分
精

査
す
る
と
と
も
に
、
取
捨
選
択
を
念

頭
に
事
業
の
必
要
性
・
妥
当
性
を
再

検
討
し
、
民
間
活
力
を
積
極
的
に
導

入
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

３
．
生
涯
学
習
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し

施
設
整
備
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
先
人
が
築
き
上
げ
て
き
た
文
化

や
伝
統
を
後
世
に
継
承
さ
れ
る
よ
う

文
化
財
の
保
護
と
活
用
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

第３回定例会の一般質問は、８月29日に９名の議員から市政に関する諸問題についての質問があり、
活発な議論が展開されました。ここでは、紙面の関係で主な質問及び答弁の一部を掲載します。
なお、一般質問及び議案審議状況等の会議録をご覧になりたい方は、いすみ市のホームページ又は夷
隅文化会館、大原文化センター及び岬公民館の各図書室で閲覧することができます。
（第３回定例会の会議録は12月上旬に公開を予定しています。）



元
吉
栄
一　
議
員

踏
み
間
違
え　
　
　

防
止
装
置
の

　
　

設
置
費
用
補
助

国
・
県
・
他
自
治
体

の
動
向
に
つ
い
て
情
報

収
集
し
、
調
査
・
研
究

し
て
い
く

魚
地
展
弘　
議
員

民
生
委
員
の　
　
　

　
　
　

現
状
と
課
題

黒
須
美
智
雄　
議
員

各
行
政
区
か
ら
の　

要
望
事
項
の

　
　
　
　

執
行
状
況

要
望
件
数
は
毎
年
５

０
０
件
以
上
の
要
望
が

あ
り
、
執
行
状
況
は
平

成
30
年
度
で
約
50
％
と

な
っ
て
い
る

市
の
関
係
課
や
関
係

機
関
の
支
援
体
制
を
強

化
し
て
、
民
生
委
員
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く

山
口
朋
子　
議
員

子
宮
頸
が
ん　
　
　

　
　

予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
象
者
の
接
種

状
況
を
確
認
し
、
来
年

度
以
降
の
周
知
方
法
を

検
討
す
る

高
森
和
久　
議
員

デ
マ
ン
ド
交
通
の　

　
　
　
　

充
実
拡
大

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
や
デ
マ
ン
ド
交

通
運
行
委
員
会
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
土
曜

日
の
運
行
日
の
拡
大
に

つ
い
て
検
討
す
る

元
吉
議
員　

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

に
よ
る
交
通
事
故
が
相
次
い
で

い
る
こ
と
を
受
け
、
高
齢
者
ド

ラ
イ
バ
ー
の
安
全
対
策
と
し
て
、

後
付
け
可
能
な
踏
み
間
違
え
防

止
装
置
の
設
置
費
用
補
助
を
行

う
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

危
機
管
理
課
長　

踏
み
間
違
え
に

よ
る
事
故
は
、
車
の
暴
走
な
ど

に
よ
り
重
大
事
故
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
防
止
対
策
は
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

い
す
み
警
察
署
や
い
す
み
警

察
署
管
内
交
通
安
全
協
会
な
ど

で
は
、
踏
み
間
違
え
を
初
め
、

運
転
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
高

齢
者
の
方
や
そ
の
家
族
に
対
し

て
、
運
転
免
許
自
主
返
納
の
制

度
や
そ
の
場
合
の
優
遇
措
置
の

周
知
を
推
進
し
て
お
り
、
市
で

も
自
主
返
納
さ
れ
た
方
や
高
齢

者
に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度

に
よ
り
生
活
の
利
便
性
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
に
お
き
ま
し
て
も
、
大
手

自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
後
付
け
装

置
を
設
置
す
る
動
き
の
拡
大
を

要
請
し
た
こ
と
も
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
国
・
県
・
他
自

治
体
の
動
向
に
つ
き
ま
し
て
、

情
報
収
集
し
、
調
査
・
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

魚
地
議
員　

高
齢
化
社
会
の
進
展

に
伴
い
民
生
委
員
の
仕
事
が
多

様
化
し
、
そ
の
重
要
性
が
高
ま

る
一
方
で
、
な
り
手
不
足
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
が
、
民
生
委

員
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
伺

い
た
い
。

副
市
長　

市
で
は
現
在
１
０
６
名

の
民
生
・
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
が
活
動
し
て
お
り
、
主

に
高
齢
者
に
対
す
る
訪
問
、
相

談
・
支
援
が
多
く
、
全
体
の
活

動
の
約
６
割
を
占
め
、
年
間
活

動
日
数
は
１
人
当
た
り
の
平
均

で
70
日
を
超
え
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
民
生
委
員
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
地
域
に

お
け
る
民
生
委
員
活
動
へ
の
理

解
を
深
め
、
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
醸
成
を
促
し
な
が
ら
民
生

委
員
の
活
動
協
力
者
を
募
り
、

地
域
に
お
い
て
活
動
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
市
の
関
係
課
や
関
係
機

関
の
支
援
体
制
を
強
化
し
て
、

民
生
委
員
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

黒
須
議
員　

各
行
政
区
か
ら
毎
年

さ
ま
ざ
ま
な
要
望
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
、
現
在
ま

で
の
建
設
課
所
管
に
係
る
要
望

件
数
と
執
行
状
況
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

建
設
課
長　

建
設
課
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
要
望
が
毎
年
提
出
さ
れ
て

ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
か
伺

い
た
い
。

企
画
政
策
課
長　

本
年
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
が
10
連
休
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
い
す
み
医
療

セ
ン
タ
ー
の
開
院
日
に
合
わ
せ

4
日
間
の
臨
時
運
行
を
実
施
し
、

期
間
中
の
全
体
の
利
用
実
績
は

平
日
運
行
の
乗
車
人
員
に
比
べ

半
数
程
度
で
し
た
が
、
平
日
運

行
と
変
わ
ら
ず
利
用
さ
れ
た
地

域
も
あ
り
、
定
期
的
な
土
日
運

行
を
望
む
声
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
や
デ
マ
ン
ド
交
通
運

行
委
員
会
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
病
院
の
開
院
す
る
土
曜
日

の
運
行
日
の
拡
大
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

山
口
議
員　

積
極
的
な
接
種
の
勧

奨
を
控
え
て
い
る
が
、
今
後
、

接
種
対
象
者
や
未
接
種
者
へ
の

対
応
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
伺

い
た
い
。

い
ま
す
。
特
に
道
路
に
関
し
て

は
、
小
規
模
で
簡
易
な
舗
装
補

修
か
ら
大
規
模
な
道
路
改
良
事

業
と
多
種
多
様
な
要
望
が
あ
り
、

公
共
性
・
緊
急
度
・
優
先
度
・

規
模
等
を
勘
案
し
実
施
し
て
い

ま
す
。

要
望
件
数
で
す
が
、
毎
年
５

０
０
件
以
上
の
要
望
が
あ
り
、

平
成
30
年
度
は
５
３
５
件
で
す
。

執
行
状
況
は
平
成
30
年
度
で
約

50
％
で
あ
り
、
原
材
料
費
が
必

要
と
な
る
も
の
や
業
者
へ
請
負

発
注
す
る
規
模
の
大
き
な
要
望

に
つ
い
て
は
予
算
化
し
、
翌
年

度
以
降
の
執
行
と
な
り
ま
す
。

配
分
す
る
予
算
に
も
限
り
が
あ

り
ま
す
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

高
森
議
員　

デ
マ
ン
ド
交
通
の
運

行
日
の
拡
大
に
つ
い
て
過
去
２

回
一
般
質
問
し
た
が
、
そ
の
後



久
我　

司　
議
員

住
宅
用
火
災
報
知
器

　
　

の
普
及
率
向
上

夷
隅
広
域
消
防
本
部

と
の
連
携
を
強
化
し
、

設
置
促
進
の
た
め
の
広

報
活
動
、
各
戸
へ
の
チ

ラ
シ
配
布
な
ど
を
行

い
、
設
置
率
向
上
に
努

め
て
い
く

人
事
担
当
課
と
十
分

協
議
し
、
適
正
に
配
置

さ
れ
る
よ
う
努
め
る

井
上
ひ
ろ
み　
議
員

保
育
所
問
題　
　
　

当
地
域
に
お
い
て
は
、

消
化
器
科
の
医
療
機
関

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

導
入
は
難
し
い
状
況
で

あ
る

田
井
秀
明　
議
員

膵
臓
が
ん
対
策　
　

大
曽
根
信
太
郎　
議
員

大
原
公
園
の
整
備　

地
域
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
観
光
客
を

呼
び
込
め
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い

健
康
高
齢
者
支
援
課
長　

積
極
的

勧
奨
を
差
し
控
え
て
か
ら
６
年

が
経
過
し
、
保
護
者
に
定
期
予

防
接
種
で
あ
る
と
い
う
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
が
、
周
知
し

き
れ
て
い
な
い
状
況
の
中
、
こ

の
件
に
つ
い
て
夷
隅
医
師
会
と

相
談
し
、
今
年
度
は
市
内
４
医

療
機
関
で
接
種
に
向
け
て
準
備

を
整
え
ま
し
た
。

ま
た
夷
隅
医
師
会
の
助
言
を

受
け
、
定
期
予
防
接
種
の
周
知

は
、
令
和
２
年
３
月
で
定
期
接

種
期
間
が
終
了
す
る
高
校
１
年

生
の
女
子
を
対
象
に
今
年
７
月

末
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
郵
送
し

ま
し
た
。

今
後
は
、
接
種
対
象
者
の
接

種
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、
来

年
度
以
降
の
周
知
方
法
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

久
我
議
員　

平
成
26
年
６
月
議
会

に
お
い
て
、
住
宅
用
火
災
報
知

器
の
普
及
率
向
上
に
つ
い
て
一

般
質
問
し
た
が
、
現
在
の
取
組

状
況
を
伺
い
た
い
。

副
市
長　

住
宅
用
火
災
報
知
器
の

設
置
等
の
指
導
を
行
っ
て
い
る

夷
隅
広
域
消
防
本
部
で
は
、
戸

別
訪
問
に
よ
る
設
置
状
況
の
確

認
と
義
務
化
の
周
知
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
で
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
設
け

る
な
ど
、
普
及
向
上
へ
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
で
も
普
及
向
上
は
火
災
予

防
を
図
る
上
で
非
常
に
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、

夷
隅
広
域
消
防
本
部
と
の
連
携

を
強
化
し
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
設
置
促
進
の
広
報

活
動
、
各
戸
へ
の
チ
ラ
シ
配
布

な
ど
を
重
点
的
に
行
い
、
設
置

率
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

井
上
議
員　

安
心
安
全
に
子
ど
も

た
ち
を
保
育
す
る
体
制
づ
く
り

が
必
要
と
考
え
る
が
、
正
職
員

の
保
育
士
の
採
用
を
増
や
す
考

え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

福
祉
課
長　

市
の
公
立
保
育
所
で

は
子
ど
も
の
年
齢
、
人
数
に
応

じ
て
必
要
な
保
育
士
を
配
置
し

て
お
り
、
療
養
休
暇
な
ど
で
不

足
し
た
場
合
に
は
臨
時
保
育
士

等
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
保
育
士
の
採
用
に
つ
き
ま
し

て
は
人
事
担
当
課
と
十
分
協
議

し
、
適
正
に
配
置
さ
れ
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
市
で
は
安
心
安
全
な

保
育
を
実
施
す
る
た
め
、
県
内

の
同
規
模
市
町
と
比
較
し
て
も
、

正
職
員
の
保
育
士
を
多
く
配
置

し
て
い
る
状
況
で
す
。

大
曽
根
議
員　

平
和
の
鐘
を
中
心

と
し
た
当
公
園
は
歴
史
的
・
文

化
的
に
価
値
あ
る
も
の
だ
が
、

現
状
は
樹
木
や
駐
車
場
な
ど
の

整
備
が
不
十
分
で
は
な
い
か
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
観
光
課
長　

雑

木
の
木
障
切
り
や
伐
採
、
雑
草

の
除
去
等
、
お
も
て
な
し
の
心

で
訪
れ
る
方
を
お
迎
え
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
環
境
美
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
大
聖
寺
の

隣
に
あ
る
駐
車
場
の
簡
易
舗
装

や
公
園
入
口
へ
の
案
内
看
板
設

置
を
検
討
し
、
地
元
の
皆
様
に

も
公
園
の
保
全
活
動
な
ど
に
も

ご
協
力
い
た
だ
く
な
ど
、
地
域

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
多
く

の
観
光
客
を
呼
び
込
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
井
議
員　

膵
臓
が
ん
の
５
年
及

び
10
年
生
存
率
の
改
善
に
向
け

て
、
尾
道
方
式
の
導
入
を
提
案

す
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

健
康
高
齢
者
支
援
課
長　

市
で
は
、

市
民
の
皆
様
に
対
し
て
検
診
を

集
団
で
実
施
し
て
お
り
、
精
密

検
査
等
に
つ
い
て
は
地
域
の
医

療
機
関
を
個
別
に
受
診
し
て
お

り
ま
す
。
当
地
域
に
お
い
て
は
、

消
化
器
科
の
医
療
機
関
が
少
な

い
上
、
専
門
性
の
高
い
中
核
病

院
や
総
合
病
院
と
の
連
携
等
が

十
分
で
は
な
い
た
め
、
尾
道
方

式
の
導
入
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　
　

市
と
し
て
は
、
が
ん
検
診
や

特
定
健
康
診
査
の
ほ
か
、
人
間

市
政
を
知
る
た
め
に
　
　

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

第
４
回
定
例
会
日
程（
予
定
）

12
月
３
日
㈫
10
時　

開
会　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

議
案
の
上
程

　

５
日
㈭
10
時　

一
般
質
問

　
　

10
日
㈫
10
時　

議
案
質
疑　

11
日
㈬
９
時　

委
員
会

12
日
㈭
９
時　

委
員
会

　
　

20
日
㈮
10
時　

委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
　

議
案
審
議

　
　
　
　
　

閉
会

市
民
生
活
に
直
結
し
た
重
要

な
問
題
が
審
議
さ
れ
て
い
る
市

議
会
は
誰
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

市
政
へ
の
知
識
を
深
め
、
市
政

を
身
近
に
感
じ
る
た
め
に
も
、

議
会
を
傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

傍
聴
の
際
は
、
市
役
所
大
原

庁
舎
４
階
議
会
事
務
局
で
受
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
傍
聴
人
数
は
、
先
着

順
で
25
名
ま
で
で
す
。

編
集　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

℡ 

０
４
７
０
ー
６
２
ー
１
４
０
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.city.isum

i.lg.jp/

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

gikai@
city.isum

i.lg.jp

ド
ッ
ク
等
を
定
期
的
に
受
診
す

る
よ
う
周
知
を
し
、
膵
臓
が
ん

の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。



い
す
み
市
長
　太
　田
　
　
洋

ひ
と
こ
と
148

こ
の
度
の
台
風
15
号
、
19
号
は
、
地

域
に
多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
市
と
し
て

可
能
な
限
り
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
春
か
ら
天
候
不
順
が

続
き
、
作
物
に
も
影
響
を
与
え
、
自
然

の
生
態
系
ま
で
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で

は
と
思
う
日
が
続
き
ま
し
た
。
農
業
は

農
家
の
持
つ
専
門
的
な
技
術
は
も
ち
ろ

ん
不
可
欠
で
す
が
、
人
間
が
抗
う
こ
と

が
出
来
な
い
気
候
の
変
化
に
大
き
く
左

右
さ
れ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

例
年
で
す
と
、
梨
は
幸
水
か
ら
は
じ

ま
り
、
豊
水
へ
と
変
わ
り
、
そ
の
後
、

二
十
世
紀
、
新
高
へ
と
変
わ
っ
て
い
き

ま
す
が
、
今
年
は
サ
イ
ク
ル
が
大
き
く

変
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
の
ま
ま
で

は
、
更
に
気
候
は
変
動
し
、
人
を
含
め

た
全
て
の
生
き
物
が
対
応
で
き
な
く
な

る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
今
を
生
き
る

人
と
し
て
、
次
の
世
代
へ
良
い
環
境
を

贈
る
こ
と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
は
急
務
で
す
。
地
球

の
将
来
は
未
来
を
生
き
る
人
や
生
き
物

の
存
続
が
か
か
る
問
題
で
あ
り
、
経
済

優
先
で
は
な
く
、
世
界
の
経
済
の
仕
組

み
を
変
え
る
努
力
が
必
要
で
す
。
こ
れ

な
く
し
て
、
地
球
の
未
来
は
絶
望
的
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

特
に
四
季
の
あ
る
日
本
は
、
生
活
の

中
で
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
、
そ
の
季

節
に
応
じ
た
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
気
候
変
動
が
更
に
進
め
ば
、
日

本
の
も
つ
四
季
は
失
わ
れ
、
春
、
秋
を

通
り
越
し
て
夏
か
ら
冬
に
な
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
今
、
真
剣
に
環
境
の
変

化
が
及
ぼ
す
影
響
を
考
え
る
べ
き
で
す
。

一
度
、
地
球
が
壊
さ
れ
る
と
、
再
生
に

は
相
当
な
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
四
季

を
持
つ
国
日
本
の
自
然
、
食
の
多
様
性

は
世
界
に
誇
る
べ
き
財
産
で
す
。
美
し

い
水
の
惑
星
地
球
、
こ
れ
を
し
っ
か
り

と
守
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
責
任
で
す
。

30
年
後
に
生
き
る
子
供
た
ち
の
命
を
守

る
た
め
に
、
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

今
や
る
べ
き
こ
と
は
、
一
刻
も
早
い

脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
の
環
境
対
策
に

世
界
が
取
り
組
む
こ
と
で
す
。
地
球
が

変
わ
り
つ
つ
あ
る
例
と
し
て
、
こ
の
度

の
台
風
15
号
は
気
圧
が
低
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、八
丈
島
沖
で
急
に
発
達
し
、風

速
50
ｍ
を
越
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
た
台
風

15
号
の
凄
ま
じ
さ
は
、
地
球
温
暖
化
が

危
惧
さ
れ
る
現
象
で
す
。
私
た
ち
は
今

回
の
教
訓
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
最
大

の
備
え
と
地
球
を
も
っ
と
健
康
体
に
す

る
努
力
を
早
急
に
始
め
な
け
れ
ば
未
来

は
な
い
と
考
え
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。



いすみ市
地域おこし
協力隊Vol　54

地域おこし協力隊とは、
条件不利地域等の地方公共団体が都市地域から地域の活性化に意欲のある人材を
「地域おこし協力隊」として受け入れ、地域課題の克服と共に本人の定住化を図ろうというものです。
【問合せ先】いすみ市地域おこし協力隊　大原庁舎（２階）企画政策課　☎６２－１３８２

皆さまはじめまして。去年の１２月からいすみ市にお世話になっております協力隊太田です。
様々な生産者様や地元住民と触れ合い、人情味溢れる温かないすみ市の魅力を日々感じてお
ります。
３年間の協力隊活動を通して、街の資産と呼んで頂ける様な事業にする為、ここだから出来
る事、ここでしか触れられないもの。そんなこの地域ならではの事業を目指していきます。
またそれらを様々なネットワークを使い発信し、いすみ市が持つ様々な魅力を色々な角度で
広く知って頂き、エリア価値の上昇も同時に達成していきたいと考えています。 

直近の活動といたしましては今年４月に、いすみ市の伝統や風土を活用した大原地ダコを里
山の中調理し、昔ながらの竃（かまど）でお米を炊く飯盒炊爨（はんごうすいさん）を開催さ
せて頂きました。
皆さま口を揃えておっしゃってたのは蛸の美味しさです。大きさ、味、風味。どれを取って
も流石蛸の名産地だなと実感させられました。
今後も一年目同様、今まで培って来た食の知識といすみ市が持つ大自然を活かした体験型事
業を通じて宣伝戦略、人脈作り、仕入先の開拓を行い卒業後の事業に大きく役立てて結果、皆
さまから愛され、地域との調和ある発展を遂げる事業にしていきたいと思っております。

今後もいすみ市のロケーションや風土を活かした事業を通して市内外の皆さまに喜んで頂け
るよう精進して参ります。ご都合宜しい時などございましたら、ぜひイベントにご参加くださ
いね。これからも引き続きどうぞ宜しくお願い致します。



えん ぞう りつ　じ

た　まる けんりょう

エキストラ登録フォーム
QRコード

９月はロケの問い合わせが８件あり、６件の撮影
が決定しました。
１０月２日には、昨年冬に市内で撮影を行った、
テレビ東京ドラマスペシャル「最上の命医2019」
が放送されました。主人公が働く町としていすみ市
がメインロケ地となり、岩船漁港、椿公園など、市
内各所で多くのシーンが撮影されました。
また、９月２３日・２４日に行われた大原はだか
祭りでは、テレビ朝日「朝だ！生です旅サラダ」な
ど６件の撮影が行われました。
iSFCでは、支援作品にご出演いただけるエキストラを募集しています。
「エキストラ登録フォーム」からご登録いただけます。
問合せ先　大原庁舎（３階）オリンピック・観光課
　　　　　シティプロモーション班　☎６２-１２４３
ホームページ　http://www.isfc.jp　　　www.facebook.com/iSFC.jp

「最上の命医2019」撮影風景

いすみ外房フィルムコミッション（iSFC）

ｆ

市税の夜間・休日納税相談・収納窓口を開設
大原庁舎税務課に夜間・休日納税相談・収納窓口を開設しています。
病気や災害などのやむを得ない事情により納期内納付が困難な場合は、お早めにご相談ください。
【開設場所】　いすみ市役所　大原庁舎（１階）税務課
【開 設 日】　●夜間相談・収納窓口「毎週木曜日」（祝日等の閉庁日を除く）１９時３０分まで
　　　　　　　　１１月７日、１４日、２１日、２８日
　　　　　　　●休日相談・収納窓口「第２日曜日」８時３０分から１２時まで
　　　　　　　　１１月１０日
【取扱業務】　納税相談及び市税（※）のみの収納

（※）市県民税、固定資産税、軽自動車税、法人市民税、国民健康保険税、介護保険料、
　　　後期高齢者医療保険料

問合せ先　大原庁舎（１階）税務課　収納・滞納整理班（滞納整理）☎６２－１１２３
（収納管理）☎６２－１２９４

この石塔は、深谷の円蔵律寺の境内にあり、総高１６９㎝で、徳本念仏講中によって建立されました。
表面に徳本の字を模した称名が彫られたいわゆる徳本念仏塔で、県南では珍しいものです。
徳本行者（１７５８～１８１８）は、江戸中期、北総地方を中心に念仏を広め、多くの信者を得ま
した。南総地方に徳本の足跡はありませんが、隣接する今関村の医師で、郷土史研究家でもあった
田丸健良（１７７４～１８４５　墓は円蔵律寺の裏山にある）は、徳本念仏の
信者であったことなどから、当地域にも徳本念仏が広められ、講が成立したと
考えられます。

〔銘文〕
右側　北　きよみづ　一之宮　長者町
表側　南無阿弥陀仏　徳本（花押）　東　かりや　いわわだ
左側　南　おうだきぼうしう

所 在 地　深谷1808-1　円蔵律寺
問合せ先　いすみ市郷土資料館　☎８６－３７０８

いすみ市文化財散歩いすみ市文化財散歩



「万木の里山ウォーキングコース　約6.１㎞」～ふさのくに歩いて健康マップより～
ゆっくり市内を見学しながらウォーキングを楽しみましょう！
日　　時　１１月１７日（日）９時～１２時　※雨天の場合は延期となります。
内　　容　運動についての話、準備運動、ウォーキング、整理運動
コ ー ス　ネイチャーセンター→湿性生態園→桂林寺→万木城跡公園→万木城展望台→上行寺→海雄寺→
　　　　　ネイチャーセンター
対 象 者　いすみ市民　定員２０名（申込順）
集合場所　いすみ環境と文化のさとセンター（ネイチャーセンター）
申込期間　１１月１日（金）～１１月１２日（火）　服　装　歩きやすい服装と靴
費　　用　無料　　　　　　　　　　　　　　　　　持ち物　タオル・飲み物など
そ の 他　傷害保険は、主催者で加入します。
主　　催　いすみ市食生活改善協議会
申込・問合せ先
　大原庁舎（大原保健センター内）健康高齢者支援課　健康づくり班（事務局）☎６２－１１６２

市では、市内を訪れた訪日外国人を案内する「インバウンドガイド」の育成を図ります。講座を受講す
るとインバウンドガイド協会の一員としてガイド登録ができ、実践の機会を得ることが出来ます。
日　　時　１１月２７日（水）９時～１６時（予定）　
場　　所　いすみ市役所　大原庁舎　３階　大会議室
募集期間　１０月２１日（月）～１１月１４日（木）
募集人数　３０名
参 加 費　無料
申込方法　インバウンドガイド協会の特設ウェブサイトより申込
Ｕ Ｒ Ｌ　https://inbound-guide.org/blog/2019/10/01/201911_isumi/
当日のスケジュール

　９時～１２時　座学（施設・ガイド双方に役立つ内容）１２時～１４時 　昼食・休憩
１４時～１６時　フィールドワーク／店舗見学会
１６時１０分　　総括・ガイド登録説明会（任意）

共　　催　いすみ市、インバウンドガイド協会
協　　力　otomo、ONSEN・ガストロノミー推進機構
問合せ先　大原庁舎（３階）オリンピック・観光課　オリンピック推進室　☎６２－１２４３

市では「いすみ市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、地域の魅力の向上に取り組んでいると
ころですが、地域活性化の取組みに関する知見やノウハウを有する外部専門家を講師に市内事業者や市民
団体、近隣市町職員等を対象に、「いすみ地域人材養成塾」を開催し、講演や意見交換等を実施していま
す。どなたでも自由に参加できますので、皆さまのお越しをお待ちしております。
日　　時　１１月２８日（木）１３時３０分～１５時４５分
場　　所　いすみ市役所　大原庁舎　３階　大会議室
講　　演　講　師：椎川　　忍 氏（一般財団法人地域活性化センター理事長）

講　師：図司　直也 氏（法政大学教授）
問合せ先　大原庁舎（２階）企画政策課　企画班　☎６２－１３８２

伊達巻や海老のうま煮などおせち料理をつくりましょう
日　　時　１２月２２日（日）１０時～１２時　　　　　場　　所　つどいの家　調理室
講　　師　隺岡壽賀子　先生　　　　　　　　　　　　　参 加 費　１，５００円程度
持 ち 物　エプロン、三角巾、マスク、持ち帰り用容器
申込・問合せ先　夷隅公民館　☎８６－５０００



毎週日曜日は大原漁港
「港の朝市」に
お越しください！

毎週日曜日は大原漁港
「港の朝市」に
お越しください！

８時から１２時（予定）　２日（土）は特別開催！
※イベントや天候等により、開催日等が変更となる場合
があります。
問合せ先　港の朝市運営委員会　☎６２－１１９１

子ども食堂では、１人で食事をする子どもやその親、及び地域の人が食事だけではなく気軽に集まって
交流ができる「居場所」を提供しています。子どものみ参加する場合は保護者が予約をしてください。
日　　時　１１月９日（土）、１２月１４日（土）、

１月１１日（土）、２月８日（土）、３月１４日（土）
１２時３０分～

場　　所　農村環境改善センター
※１２月のみ大原公民館で実施します。

定　　員　各日２５名
参 加 費　こども（高校生まで）：無料　

おとな：３００円（７５歳以上の方は無料）
※予約は３日前まで、アレルギー食不対応。
　飲み物、箸、スプーン等を持参してください。

そ の 他　調理・レクボランティアを募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

申込・問合せ先
子ども食堂　暖暖（だんだん）☎０５０－５３２６－７０１９　LINE　ID【＠mch4594i】
フェイスブック　※いすみ市子ども食堂　暖暖で検索してください。

私たちは郷土を愛する若者たちの結婚応援団です。「この人となら温かい家庭を築いていけるかも‥」
と思える『出会いの広場』を提供します。安心してご参加ください。

日　　時　１１月１６日（土）１０時～１６時
１１月１７日（日）１０時～１４時３０分

場　　所　外房学園茂原校舎
展　　示　手工芸、切り絵、写真、絵手紙、書道、川柳、園芸品、陶芸作品など
体　　験　グランドゴルフ、スポーツ吹き矢、パソコンで名刺作り、書道、健康麻雀など
芸　　能　落語、民謡、合唱、銭太鼓、笑いヨガ、南京たますだれ、詩舞など
入場は無料です。ぜひご来場ください。
問合せ先　外房学園茂原校舎　☎０４７５－２５－８２２８

11/　2（土）　11/　3（祝・日）
11/10（日）　11/17（日）
11/24（日）　12/　1（日）

焼きたて干物等を数量限定で無料配布！
※８時から整理券を配布します。



「千葉県いすみ環境と文化のさと」　1月開催行事

犯罪被害者等の方々に対する理解や支援がなされ、その尊厳が守られる社会づくりを推進することを目
的に、犯罪被害者週間に合わせて「千葉県民のつどい」を開催します。
（犯罪被害者週間　１１月２５日～１２月１日）
日　　時　１１月２４日（日）１３時～
場　　所　千葉市生涯学習センター
内　　容【第１部】講演「あすを生きる」講演者　加藤　裕司氏（犯罪被害者ご遺族）

【第２部】被害者支援音楽会　演奏者　千葉市立新宿中学校音楽部
参 加 費　無料
主　　催　千葉県、（公社）千葉犯罪被害者支援センター
申込・問合せ先　（公社）千葉犯罪被害者支援センター　☎０４３－２２５－５４５１

戦国時代に種子島に伝わり全国に広まった「火縄銃」は、江戸時代に入り戦乱が収まると「砲術」とし
て各流派で平和的に使用されるようになりました。そうした時代の流れとともに変化した「鉄砲」の歩み
について紹介します。
講演会やビームライフル体験などの関連事業もあります。詳細は当館ホームページをご覧ください。
期　　間　開催中～１２月８日（日）
場　　所　千葉県立中央博物館大多喜城分館
開館時間　９時～１６時３０分（入館は１６時まで）
休 館 日　月曜日
問合せ先　千葉県立中央博物館大多喜城分館　☎８２－３００７

短銃管打式銃（スナイドル銃）



太東小学校４年生と一緒に太東埼燈台に花を植えませんか？
いすみ市のランドマーク、太東埼燈台を花いっぱいにするイベントです。
日　　時　１１月５日（火）１３時～１５時（雨天中止）

燈台周辺の環境整備を行います。お手伝いよろしくお願いします。
日　　時　１１月１５日（金）９時　燈台集合（雨天順延）
内　　容　山道周辺整備・草刈り伐採等（農機具等ご持参お願いします）

知っていますか？・・・健康な歯と口の健康に欠かせない唾液の力
唾液にはとても大切な働きがあり、私たちの健康を守っています。
＜唾液の働き＞・殺菌作用でむし歯や歯周病などを予防します。

・消化作用で胃腸の働きをよくします。
・がんを予防します。
・口の中を潤し、話したり、食べやすくします。
・舌の細胞を刺激し、おいしさを味わえるようにします。などがあります。

★ドライマウスにご注意
成人では唾液は、１日に1.5～2ℓ分泌されますが、ドライマウスは唾液の分泌量が低下し、口の中
が乾燥する病気です。以前は服薬の影響のある方や中高年の方が多かったドライマウスですが、近頃は
２０代からの発症が増加しています。
症状は、口の中の粘つき、舌の痛み、口臭、乾いたものが食べづらいという状態が続きます。
原因は、食事内容が軟らかくなり、噛む回数が減ったために唾液分泌量が減ってきた事や、加齢、薬
の副作用、ストレス等が考えられます。治療や相談は、歯科医院が窓口となります。
唾液分泌をよくするためにできる事は、健康な歯と口でよく噛むことです。一口３０回噛むことをお
すすめします。むし歯や歯周病によって歯を失うと、噛む力は急激に失われますので、毎日の歯みがき
と一年に一回はかかりつけ歯科医の受診をしましょう。
★いすみ市歯周疾患検診は１１月３０日まで実施しています。対象者はぜひ、この機会に受診しましょう。
問合せ先　大原庁舎（大原保健センター内）健康高齢者支援課　健康づくり班　☎６２－１１６２

　１１月は「動物による危害防止対策強化月間」です。次のことに注意して、動物による事故や迷惑を防
止しましょう。
●人が犬にかまれる事故が、平成３０年度は県内で１４０件発生しました。
・飼い犬が人をかんだ時は保健所へご連絡ください。
・公園なども含め、犬の放し飼いは禁止されています。散歩は犬を制御できる人が、短い引き綱で行い
ましょう。

●犬の登録と年１回の狂犬病予防接種は、法律に定められた飼い主の義務です。
●猫は屋内で飼いましょう。糞尿や鳴き声による被害を防止でき、感染症等の危険から猫や人を守ること
ができます。
●犬猫合わせて１０頭以上飼う場合、保健所への届出が必要です（９１日齢未満の犬猫を除く）。
●ペットがいなくなったらすぐ探し、保健所、警察、動物愛護センターに電話等で届け出ましょう。また、
迷子札をつける、動物病院で「マイクロチップ」を装着及び登録するなどして、保護された際に飼い主
がわかるようにしましょう。
●動物は責任をもって最後まで面倒をみましょう。やむを得ない事情で飼えなくなった場合は、新しい飼
い主を探してください。保健所・動物愛護センターでは飼い主探しをお手伝いします。
●動物愛護センターでは、定期的に「犬の飼い方・しつけ方教室」を開催しています。

相談・問合せ先　千葉県夷隅健康福祉センター（夷隅保健所）☎７３－０１４５
千葉県動物愛護センター　　　　　　　　　☎０４７６－９３－５７１１



１１月９日（土）から１１月１５日（金）まで「秋の全国火災予防運動」が実施されます。
火災は、ちょっとした不注意から起こっています。中でも焚き火の拡大や、タバコからの出火事例が多
く発生しています。火の取り扱いには十分注意してください。
消防本部では、火の用心７つのポイントを作成し、火災予防を呼びかけています。

３つの習慣　○　寝たばこは、絶対にやめる。
○　ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○　ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策　○　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置しましょう。
○　寝具や衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用しましょう。
○　火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置しましょう。
○　お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制を作りましょう。

問合せ先　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部　予防課　☎８０－０１３２

住宅用火災警報器の役割
火災発生時の煙や熱を感知し、いち早く警告音（音声）で知らせてくれる装置で、　　　　　　　　
簡単に取り付けることができます。
住宅用火災警報器はなぜ必要なのか？
夷隅郡市管内では、条例により、平成２０年６月１日から住宅用火災警報器の設置が義務付けられて
います。住宅火災から、大切な家族の命を守るために設置が有効です。火災を早期に発見することで、
初期消火や通報等の行動が早まりますので、まだ設置していない方は、早期に設置をしましょう。
住宅用火災警報器の設置状況（令和元年６月１日現在）

問合せ先
大原庁舎（２階）危機管理課　消防安全班　☎６２－２０００
夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部　　☎８０－０１３２　大原消防署　☎８０－０１３７

岬分署　☎８０－０１３８　夷隅分署　　☎８０－０１３９

（出典：総務省　住宅用火災警報器の設置率等の調査）

福祉のしごとをお探しの方、転職をお考えの方、令和２年３月卒業見込みの高校・専門・短大・大学生
で福祉の仕事について知りたい方、職場見学・職場体験の相談もお受けします・
日　　時　１１月９日（土）９時３０分～１３時　場　　所　大原文化センター
参加方法　参加費無料、履歴書不要、服装自由　　特　　典　先着５０名様にプレゼントがあります。
問合せ先　事務局　障害者支援施設　ピア宮敷（内野）☎８７－９６３１　✉miyasiki@bz01.plala.or.jp

期　　日　１１月２２日（金）
場　　所　千葉県立長生特別支援学校
内　　容　９時２０分～１２時　「後期学校公開」本校概要説明、施設設備や授業の様子の参観

１１時～１２時３０分「学校を核とした県内１０００か所ミニ集会」
基調提案　2020東京オリンピック・パラリンピックに向けた取組について生徒の発表、意見
交換

問合せ先　千葉県立長生特別支援学校　０４７５－４２－２４７０



県知事許可（般ー29）第40366号

巨木・危険木・枝下ろし伐採
解体・産業廃棄物収集運搬業

㈲丸新植木
〒298-0017　いすみ市下布施2198

TEL．0470（66）0059　FAX．0470（66）2200

※詳しくは自衛隊茂原地域事務所（千葉地方協力本部）までお問い合わせください。
　☎０４７５－２５－０４５２（茂原市町保３－２１７　シティビル２階）

　令和２年１月１２日（日）に開催する「令和２年いすみ市成人式」で、新成人を代表して、意見発表や
謝辞、記念品の受領者を募集します。
募集内容　①意見発表（二十歳(はたち)の声）２名（時間は１名５分程度）
　　　　　②謝辞　　　　　　　　　　　　　１名（時間は５分程度）
　　　　　③記念品受領　　　　　　　　　　１名
申込方法　電話または直接、教育委員会生涯学習課へ申し込みください。　申込締切　１２月６日（金）
　　　　　（受付は、土・日・祝日を除く、８時３０分から１７時１５分まで）
募集の結果は、申し込みの締切日以降に連絡します。なお、応募者多数の場合は、抽選を行います。
申込・問合せ先　大原庁舎（３階）生涯学習課　生涯学習班　６２－２８１１

市
で
は
、
市
内
保
育
所
に
勤
務
で
き

る
臨
時
保
育
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
要
件　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
者

業
務
内
容　

保
育
業
務

勤
務
先　

市
内
保
育
所

勤
務
形
態　

１
日
７
時
間
45
分
勤
務

　
　
　
　
　

週
38
時
間
45
分

雇
用
期
間　

原
則
６
ヶ
月（
更
新
あ
り
）

賃　
　

金　

時
給
１
，１
０
０
円

交
通
費　

通
勤
距
離
に
応
じ
て
支
給

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

申
込
方
法　

履
歴
書
（
市
販
の
履
歴
書

可
）
に
写
真
（
６
ヶ
月
以
内
に
撮
影

し
た
も
の
）
を
貼
付
し
て
提
出

面
接
日
程　

後
日
連
絡

申
込
・
問
合
せ
先

大
原
庁
舎
（
１
階
）
福
祉
課

子
育
て
支
援
室　

☎
60
ー
１
１
２
０

応
募
条
件　

健
康
、仲
間
づ
く
り
、社
会

参
加
に
興
味
の
あ
る
千
葉
県
在
住
の

方
で
、
原
則
と
し
て
60
歳
以
上
の
方

募
集
期
間　

11
月
８
日
㈮
〜

12
月
27
日
㈮

願
書
配
布
場
所　

生
涯
大
学
校
各
学
園
、

各
地
域
振
興
事
務
所
、
県
庁
高
齢
者

福
祉
課
、
い
す
み
市
役
所
健
康
高
齢

者
支
援
課
（
高
齢
者
包
括
支
援
班
）

※

県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す
。

問
合
せ
先

千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局

☎
０
４
３
ー
２
６
６
ー
４
７
０
５

狩猟期間は、令和元年１１月１５日から令和２年
２月１５日までです。狩猟者はマナーを守り、安全
な狩猟に努めましょう。野外で活動する場合は、目
立つ服装を着用し、ラジオを携帯するなど、事故防
止の対策を行いましょう。

問合せ先　千葉県庁自然保護課
　　　　　☎０４３－２２３－２９７２丸新植木 検索



野 村 塗 装
野　村　賢　次

〒299-4501　いすみ市岬町椎木272-7
TEL　0470ー87ー3161　FAX　0470ー87ー8471

海と、緑と、太陽と
ふれあいの町……。

太東埼灯台

【11月の各種相談】

問合せ先　原　☎８６-４２１６

いすみ鉄道駅構内などの草とりを行って
くれるボランティアを募集しています。
作業内容などの詳しい内容は、お問い合
わせください。（作業は１時間位、雨天中止）
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NOMURA PAINT
塗装工事・リフォーム



いすみ市にった4250
☎0470ー64ー0070

もしもの時は
御遺体の搬送
保冷庫にて御遺体のお預かり
家族葬
福祉葬（生活保護対応）
自宅葬・寺葬
小ホール有り（いすみ市内）

市の人口

１０月１日現在

●24時間365日対応の救急医療情報案内
24時間健康ダイヤル24時間健康ダイヤル

（　）内は前月比

出生14人　死亡61人（9月中届出）
※外国人住民も含まれています。

※非通知設定では通話できません。
　（いすみ市・勝浦市・御宿町・大多喜町住民専用）
実施：夷隅郡市広域市町村圏事務組合

おもな行事予定（1１月）

防災行政無線の内容確認
☎62-8000

防災行政無線に関する問合せ
☎62-2000
危機管理課

ダイヤル119 ９月中

夷隅医師会　☎63-0411
9時～17時
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交通事故発生状況 ９月中

大原消防署　８０-０１３７
岬　分　署　８０-０１３８
夷 隅 分 署　８０-０１３９
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（　）内は１月からの累計

～思いやる 心ひとつで 事故はゼロ～
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「粗大ごみ」の戸別収集
高齢者や直接クリーンセンターへ搬入するための車両をお持ちでない世帯を対象に粗大ごみを戸別に収集しています。
収集料金は１㎏当り30円です。収集日には、庭先などトラックに積み込めるように準備して、積み込みに立ち会ってください。
◎11月の申し込み地区（12月収集）

ごみの収集日程は、「ごみ収集予定表」を、分別方式については、「家庭ごみの分け方・出し方」をご覧ください。
お持ちでない場合は、市役所各庁舎及び各公民館で配布しています。ＨＰからもご覧になれます。
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休日在宅医テレホンサービス

件（　　　件）
件（　　　件）
件（　　　件）
件（　　　件）
件（　　　件）

火 災 件 数
救 急 件 数
交通事故
急　　病
そ の 他

（　）内は１月からの累計

世帯数
人　口
男
女

戸（　　戸）
人（　　人）
人（　　人）
人（　　人）

16,931
37,795
18,621
19,174

ー13
ー46
ー41
ー5

般
葬 祭
全 ㈲藤ライフサービス

FreeDial
12



【夷隅・大原・岬公民館　休館日のお知らせ】
５日（火）、６日（水）、１１日（月）、１８日（月）、２５日（月）、３０日（土）
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水道・ガスセンター

プロパンガス・石油・台所・浴室・洗面所・トイレ・浄化槽
給湯器・ボイラー・井戸ポンプ・エアコン・太陽熱温水・太陽光発電

企
画
展
「
明
治
期
の
き
も
の
」

期　　間　開催中～令和２年１月２６（日）
開館時間　９時～１６時３０分　　　　
休 館 日　月曜日（祝日は開館し翌日休館）
問合せ先　いすみ市郷土資料館　☎８６－３７０８
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申告書をe‐Tax（国税電子申告・納税システム）で送信（提出）するためには、マイナン
バーカードとＩＣカードリーダライタを使用するマイナンバーカード方式と、ＩＤ（利用者
識別番号）とパスワード（暗証番号）があれば利用できるＩＤ・パスワード方式があります。
なお、ＩＤ・パスワード方式は、スマートフォンでも利用できます。
※会社員の方の医療費控除や寄付金控除（ふるさと納税）の還付申告が、すぐできます。

日　時　１２月１０日（火）１０時～１５時
場　所　いすみ市役所　大原庁舎（１階）税務課窓口
※運転免許証、マイナンバーカードなどの本人確認書類をお持ちください。

問合せ先　茂原税務署　個人課税第１部門　　　☎０４７５－２２－８３５６（直通）
　　　　　大原庁舎（１階）税務課　市民税班　☎６２－１１１６

（注）１　ＩＤ・パスワードは確定申告期に限らず、税務署で発行できます。
　　　　　（税務署が開庁している日に限ります。）
（注）２　税務署で発行をされる場合でも、運転免許証などの本人確認書類が

必要です。


